
 

令和６年度 第３回 県部活動地域移行連絡会 

次 第 

 

 

日時：令和７年２月 26日（木）13時 45分～16時 30分  

               会場：神奈川県立総合教育センター 講堂 他 

 

１ 開 会 ・あいさつ                             13:45～13:50 

 

２ 情報提供                                  13:50～14:25 

  ・国の動向について         （保健体育課） 

  ・県の取組について         （保健体育課） 

 ・令和７年度の取組         （保健体育課・スポーツ課） 

    ・中学校体育連盟より        （神奈川県中学校体育連盟理事長） 

 ・保険について           （東京海上日動スポーツ安全協会担当 堀様） 

 

３ 事例紹介「千葉県柏市の事例について」（子ども教育支援課）       14:30～14:50 

                                     

    休憩・移動                         14:50～15:00 

 

４ グループ協議                         15:00～16:25 

         「令和６年度に地域移行・地域連携で進めたこと」          

         「取組の成果と課題」 

         「令和７年度の取組にむけて」 

 

 ・協議① （他地区、同所属との協議）               15:00～15:45 

   

 ・協議② （各地区での協議）                                   15:50～16:25 

   

５  アンケート記入・事務連絡・閉会                 16:25～16:30 

 

【アンケート用二次元コード】 

 



令和６年度

第３回県部活動地域移行連絡会



１ 国の動向について
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参考

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop01/list/jsa_00015.html

○運動部活動の地域移行等に関する実践研究事例集

スポーツ庁・文化庁

https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/sobunsai/pdf/94120201_01.pdf

○文化部活動の地域移行等に関する実践研究事例集



14

資料（スポーツ庁）

14



２ 県の取組について
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1   令和６年度の地域移行関連の取組について

市町村県

ス
ポ
ー
ツ
庁

文
化
庁

県地域クラブ活動コーディネーターの配置・拡充
• 県内市町村の地域移行の取組の進捗状況を把握
• 地域クラブと市町村・学校との関係構築について調整・助言による支援

県部活動地域移行連絡会の開催

【概要】
• 年３回（７,10,２月開催）
• 国の動向等に係る情報提供
• 県内外の地域移行の先行事例の

紹介等
• 参加者による情報交換及び協議

等

市町村推進協議会等の
設置・運営

【求められる取組】
• 年１回以上開催
• 地域移行に関する方針等

の策定
• 地域移行に係る取組の情

報提供
・生徒・保護者、教員等へ
のアンケート等実施によ
るニーズの把握

・関係課との連携 等

地域移行に係る会議体の設置・運営

【概要】
• 年数回開催
• 部活動活性化推進協議会ワーキング
グループの設置

• 地域移行や地域連携の取組に係る協議
等

【構成員（予定）】
中学校部活動に関わりのある委員及びクラ
ブ団体関係者 等

実施主体

事務局や受け皿となるク
ラブなど多様な主体によ
る協力・支援・関わり
• 管理・運営・調整
• 指導者の派遣 等

総合型地域SC

市町村
文化芸術団体

市町村
スポーツ協会

公民館

地域学校協働
本部

大学

競技団体

民間事業者

地域の指導者

推進プロジェクトチームによる検討・調整
県教育委員会、県文化スポーツ観光局

人材データベースの活用・促進
• 指導者の確保
• 市町村や地域クラブのニーズを

把握した上で、人材DBの活
用・促進

地域クラブ活動指導者研修講座開催

• 学校部活動の意義やハラスメント・体罰
防止に関する知識等、資質向上に向けた
講習

・企画、運営
・連絡、調整

• 部活動の適切
な運営

• 部活動指導員
等の外部人材
の活用

• 安全管理 等

【求められる取組】

中学校

コーディネーターの配置
• 活動状況の確認、共有
• 連絡調整
• 外部指導者の派遣調整
• 事務局を担う団体との連

携に係る連絡・調整 等

連携

連携

連絡・調整等

新

教員の働き方改革
部活動指導員配置補助 39人➡127人

継

継

拡 支援

 持続可能な活動環境の整備
 地域の実情に応じた取組

県の基本的な考え方

※点線の取組は、各市町村
の実情に応じて対応

継

部活動指導員と外部指導者の活用
先行事例の波及

連携 連携

企業

国

拡

スポーツ少年団
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県

市町村

R4 R５ R６ R７

改革推進期間 ガイドライン
の見直し

【基本的な考え方】
○持続可能な活動環境の整備
○部活動指導員と外部指導者の活用
○地域の実情に応じた取組
〇先行事例の波及

連絡会等の会議体の開催

進捗状況の把握 ＞地域クラブ活動コーディネーターの配置・拡充 ＞市町村と地域クラブ運営団体等をつなぐ

★新たな会議体の設置・運営
・部活動活性化推進協議会ワーキング
★指導者の確保・資質向上
・人材DBの活用・促進
・地域クラブ活動指導者研修講座
★県コーディネーター
・市町村の取組状況の把握・課題整理
・広域連携及び独自の取組に対する重点
的な支援

★部活動指導員配置拡充
★地域クラブの育成、体制整備
★大学等との連携の働きかけ

【学校部活動】

地域の実情に応じて「できるところから」「段階的に」取り組む

【地域クラブ活動】

【市町村の段階的な取組に対する具体的な支援】

部活動の地域連携（部活動指導員や外部指導者、ボランティア等の活用）

R８～

（国の動向を
注視しつつ）
さらなる改革
推進期間へ

方針の改訂

【地域移行を進める体制づ
くり】
〇ニーズの把握、方向性の検討
○準備委員会や協議会等の開催
〇多様な実施主体との関わり
○コーディネーターの配置
〇国の実証事業の活用の検討
等

〇県コーディネーターの配置
〇人材DBの周知
〇教員の兼業兼職の運用の改善
について情報提供

◎独自の取組を行う市
町村への継続的な支
援

↓
■取組を事例として他
市町村に波及

■県内市町村の取組の
推進及び底上げ

国

実証事業の成果の普及・事例集追記

子どもの活動を保障し、休日の活動
に教員が必ずしも関わらなくてもよ
い体制づくりを目指す

子
ど
も
の
活
動
の
場

方針策定

地域移行に係るスケジュール
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コーディネーターによる市町村訪問時の聞き取り結果を踏まえ、「足柄上地区」において取組を推進

・第１回 10月 ３日 地域移行に係る広域連携地区担当者打合せ （会場：県西足柄上合同庁舎）
＜参加者：各市町関係課・関係部署の担当者、県教育委員会担当者 等＞

・第２回 10月17日 第２回県地域移行連絡会地区別分科会 （会場：県立総合教育センター）
＜参加者：各市町関係課・関係部署の担当者、総合型地域ＳＣ代表者、市スポーツ協会代表者、学校職員、県教育委員会担当者 等＞

広域連携に係る担当者打合せ会議の開催

例）

広域連携に係る取組

①移動（自転車、保護者送迎等）
②大会運営
③受け皿となるクラブ、事務業務やシステムを
取りまとめる団体等の不足

主な課題

①公共の交通機関や自転車での移動可能な活動場所の確保。
安全対策を前提に自転車使用など柔軟な対応。
②競技人数の少ない競技を中心に進めていく。
③業務を細分化し、外部団体等に担ってもらえるものを精査
する。（すべて任せるわけではない）

「スモールスタート」
■ ニーズを把握し、実施可能な種目から進める
（まずは１種目からの）
■ 進捗状況や事業に対する見方・考え方が似て
いるところから、部分的に連携を進める 等

〇
〇
町

〇
〇
町

〇〇市連携

情報交換
・市町村・学校の情報提供
・活動場所の提供
・合同練習
・指導者情報の共有
・協議会の合同開催 等

地域クラブ等の
運営団体等

連携

課題に対する主な意見

※第３回 令和７年３月 県西足柄上合同庁舎にて開催予定
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ｸﾗﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

地域クラブ等の運営団体等

スポーツ協会
スポーツ少年団
各種目協会
文化連盟・団体
地域クラブ
民間事業者
大学 等

総合型
地域スポーツ

クラブ

学校

神奈川県

令和７年度以降の取組に向けて

市町村行政

市町村・学校と地域クラブ
等をつなぐ人材・団体 等

保健体育課

コーディネーター

生涯学習課

人材DB
スポーツ課

文化課

スポーツC

子ども教育支援課

これまでの県の主な取組

ＷＧ、地域移行連絡会の開催

データベースの運営・活用促進

地域クラブ指導者研修の実施

広域連携に係る取組への支援

市町村の取組状況の把握及び情報提供等
による支援

受け皿となる団体に係る情報把握

大学との連携

推進体制の整備 広域連携に係る取組

指導者の確保、質の保障 財源の確保

大会参加・運営等 活動場所の確保

受け皿となる団体等の体制整備

休日と平日の指導の一貫性

見えてきた様々な課題

連携、支援

連携、支援

連携

令
和
７
年
度
以
降
の
取
組
に
向
け
て

令
和
５
・
６
年
度
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R７

２ 【R7以降】地域移行に係るスケジュール（仮）

R８ R９ R10 R11～13

国

県

市
町
村

改革推進期間最終年 （仮）改革実行期間（前半）
改革実行期間
（後半）

◎先行的の取組を行う市
町村への継続的な支援

↓
■取組を事例として他市
町村に波及
■県内市町村の取組の推
進及び底上げ

ガイドライン
の見直し

地域の実情に応じて「できるところから」「段階的に」取り組む

◎国のガイドラインの見直し
を参考に県の方針を改訂

↓
■検討会等の開催
■市町村の進捗状況の
把握

子どもの活動を保障し、休日の活動に教員が
必ずしも関わらなくてもよい体制づくりを目指す

【地域移行推進体制づくり】
〇アンケートの実施
（ニーズ把握）
○協議会等の設置・開催
〇方向性の検討
（運営・実施主体の検討）
○コーディネーター配置
〇推進計画の策定
〇国の実証事業の受託
等

〇休日の部活動を地域展開へ
〇平日の好事例の波及

平日の
地域展開

【学校部活動】

【地域クラブ活動】

子
ど
も
の
活
動
の
場 20

中間
評価

〇実行会議最終とりまとめ
〇ガイドラインの見直し

実証事業の成果の普及・事例集追記

連絡会等の会議体の開催
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参考

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/cy3/gkt/chiikiikou.html

○公立中学校における部活動の地域移行に係る神奈川県の方針

・本編 ・事例集

神奈川県



公立中学校における部活動の地域移行に係る県の取組

〇 令和５年度～７年度の改革推進期間において、各市町村が、地域の実情に応じて中学
校部活動の地域移行の取組を進められるよう、令和５年10月に示した「公立中学校におけ
る部活動の地域移行に係る神奈川県の方針」に基づき、取組を進める。

事業名 概要 実施時期

①県部活動地域移行連
絡会等の開催

〇 市町村や地域のスポーツ・文化芸術団体等が、部活動の地域移行に係
る県内外の先行事例や県内各地域の状況を共有することのできる情報
連絡会や広域的な課題等を協議する会議を開催する。

年２～３回
今年度：３回
(７・10・２月)

②地域クラブ活動コー
ディネーター配置

〇 市町村がそれぞれの実情に応じて、部活動の地域連携や地域移行を段
階的に推進できるよう、各市町村の取組の進捗の把握や近隣市町村間
の連携に係る情報共有など、市町村の体制整備を支援する地域クラブ活
動コーディネーターを配置する。

年間

③かながわ地域クラブ活
動指導者データベー
スの利用促進

〇 現在、県ホームページ及びe-kanagawa電子申請システムで運用してい
る、「かながわ地域クラブ活動指導者データベース」をシステム化して利便
性・機能性を向上させ、指導者の登録・活用を促進する。

10月～

④地域クラブ活動指導者
研修講座の実施

〇 これまで対面形式で実施していた「地域クラブ活動指導者研修講座」を
オンライン化して利便性を向上させ、「かながわ地域クラブ活動指導者
データベース」の更なる登録促進を図る。

10月～

⑤地域クラブ活動への移
行に向けた実証事業

〇 運営団体・実施主体等の体制整備、実技指導を行う指導者の確保、関
係団体・分野との連携等について、先行的に取り組む市町村で実証事業
を実施する。

市町村ごと
に実施

２ 主な７年度事業内容

１ 目的

※国のガイドライン見直しに伴い方針の改定に関わる検討会開催予定



今後の取組の方向

地域クラブ活動体制整備 地域クラブ活動コーディネーター配置

 市町村への支援を継続しつつ、地域クラブ団
体等とより一層連携を図り、
具体的な支援・調整等を行う。

 先行的に配置している市町村コーディネー
ターと連携しながら、各地区の
地域移行の取組を推進する。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

 令和６年度末を目途に、全ての市町村
との情報交換等を行う。

 市町村の取組状況や課題を整理する。
➡市町村境を越える広域連携への支援
➡先行的に取り組む市町村への支援

 地域クラブ団体等へ情報提供をしつつ、
ニーズに応じて、それぞれの連携体制
の方向性を定めていく。

 県西地区すべての市町との情報交換
等を行う。

 県西地区の地域移行に向けた、具体
的な検討に向けた支援を行う。

目

標

全県の市町村を対象とした取組 前年度の取組を継続しつつ、地域クラ
ブ団体等とのより一層の充実した連携

県西地区の市町村を中心とした
取組

取
組

市町村・学校へのアプローチ 地域クラブ団体等へのアプローチ
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地域クラブ活動への移行に向けた実証事業
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③「かながわ地域クラブ活動指導者データベース」のシステム化

【現状】 「指導者情報一覧表」（エクセル・ＰＤＦ形式）を県ホームページで公開
【システム化後】
①指導者情報に加え、実施主体の求人情報等の掲載機能を追加（利用には登録が必要）
②システム内で、指導者と実施主体の相互連絡が可能に
③ 「地域クラブ活動指導者研修講座」オンライン研修の受講機能も搭載

かながわ地域クラブ活動指導者
データベース

地域クラブ
活動指導者

登録 実施主体
(地域クラブ・学
校・市町村等)

指導者情報
の掲載

求人情報等
の掲載

相互
連絡機能

オンライン研修
の受講機能

〇 現在、県ホームページ及びe-kanagawa電子申請システムで運用しているデータベース（※）
をシステム化して利便性・機能性を向上させ、指導者の登録・活用を促進する。

市町村の実情に応じて、登録方法は、
「市町村取りまとめ」、「学校ごとに登録」、
「併用」など選択可能（現時点の想定）

２ 主な事業内容

１ 目的

４月～９月：開発 ⇒ 10月：運用開始（予定）３ スケジュール（予定）

登録

※データベース＝「かながわ地域クラブ活動指導者データベース」をいう。

※移行手続については検討中です。決まり次第お知らせします。

＜システム化後の運用イメージ＞



④ 地域クラブ活動指導者研修講座のオンライン化

① 本研修は、データベースの登録要件を満たす研修として運用
※ システム化したデータベース内で公開・運用予定

② 「オンデマンド研修動画＋オンライン理解度テスト」で構成⇒合格者に受講修了証を発行

かながわ地域クラ
ブ活動指導者
データベース

データベースへの登録を促進し
指導者の確保につなげる

〇 これまで対面形式で実施していた「地域クラブ指導者研修講座」をオンライン化して利便
性を向上させ、データベース（※）の更なる登録促進を図る。

４月～９月：作成 ⇒ 10月：公開（予定）３ スケジュール（予定）

※ 理解度テストの受験には、研修動画の視聴を必須とする

これまで（５～６年度） これから（７年度～）

実施形式 対面 オンライン

受講機会 年２回（６年度） いつでも何度でも

研修内容 従来から大きな変更なし【質を継続して担保】

理解度テスト 対面 オンライン

受講修了証 後日・メール送付 即日・オンライン発行

（テーマ例）
学校部活動・地域クラブ活動の意義、 本県の地域移行の現状
暴力・ハラスメントの防止 指導者に求められる役割
子どもの発達段階に応じた指導法 安全管理と事故発生時の対応 等

１テーマ60分程度の
動画を複数製作予定

※データベース＝「かながわ地域クラブ活動指導者データベース」をいう。２ 主な事業内容

１ 目的


